
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼間の暑さが激しいほど、闇に灯る明か

りが涼しさを感じさせる。こんな様子を

「灯涼（ひすず）し」といいます。うだ

るような暑さの一日が終わる頃、夕暮れ

とともに空気が少しずつ冷めてぽつりぽ

つりと明かりが灯る。このしみじみとし

た感じを「灯涼し」と表現すると、熱帯

夜も心なしか涼しげに感じられますね。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 

mail：y.taira@ht-tax.com 

【「食べた分だけ買い足していく」という方法】 

災害時に備えた食品の備蓄の方法のひとつである「ローリングストック」が注目を集

めています。普段の食品を多めに備蓄し、食べた分だけ買い足していくことで常に一

定の量をキープします。決しておいしいとは言えない従来の非常食とは異なり、いざ

という時にいつもと同じ食事は精神的な余裕も生みます。例えば日清食品は定期的に

カップヌードルを家庭に自動配送するサービスを開始しています。自然災害と共に生

きる私たちを、多くの企業が本気で応援しています。 

【
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
を
導
入
し
た
際
の
手
当
と
税
金
】 

 

最
近
で
は
多
く
の
企
業
が
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
制
度
を
導

入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
宅
で
通
常
の
業
務
を

行
お
う
と
す
れ
ば
電
気
代
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
費
な
ど

「
そ
れ
ま
で
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
費
用
」
が
新
た
に
発
生
す
る

事
態
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、 

本
来
な
ら
ば
負
担
し
な
く
て
も
よ
い 

経
費
を
従
業
員
に
負
担
し
て
も
ら
っ 

た
場
合
、
そ
れ
を
在
宅
手
当
と
し
て 

支
給
す
る
際
の
税
金
の
取
り
扱
い
を 

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

原
則
的
に
は
会
社
が
従
業
員
に
支
給 

す
る
金
品
は
、
給
与
や
賞
与
と
い
っ
た
名
目
に
関
係
な
く
給
与
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
業
務
の
遂
行
上
必
要
な
も
の

で
あ
り
、
本
来
は
会
社
が
負
担
す
べ
き
費
用
の
実
費
を
支
払
う
の

で
あ
れ
ば
「
通
常
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
内
」
で
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
従
業
員
が
業
務
の
使
用
量
に
応
じ
て
通
信
費
や
光
熱
費

な
ど
の
明
細
を
提
示
し
、
実
費
を
精
算
す
る
よ
う
な
場
合
は
非
課

税
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
会
社
が
業
務
に
必
要
な
費
用
の
補
助
と

し
て
一
律
に
従
業
員
に
在
宅
手
当
を
支
給
す
る
場
合
は
給
与
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
実
際
に
は
な
か
な
か
難
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
に
実
費
を
精
算
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う

が
給
与
と
し
て
課
税
さ
れ
な
い
の
で
社
会
保
険
料
な
ど
の
負
担

も
軽
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
機
に
実
費
精
算
の
ル
ー
ル

を
作
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
何
よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク
は

自
己
管
理
が
と
て
も
大
切
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管
理
に
は
十

分
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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【美しく、長続きして、世のためになる仕事】 

 

僧侶であり歌人でもあった良寛は「老い」と白髪を結びつけた歌

を多く残しました。「白雪は降ればかつ消ぬしかはあれど頭に降れ

ば消えずぞありける」は、自らの老いを自覚した良寛が「白雪は

降るそばから消えてしまうが、髪の毛に降った白いものは消えて

くれないことよ」と詠嘆した一句です。良寛でなくとも「髪の毛

に降った白いもの」は嫌でも老いを感じさせます。年齢を考えれ

ば自然なことでも、鏡を見るたびに「また増えたかも・・・」と

気になります。仕方ないと思いつつも気になってしまうのは白髪

ばかりではありません。例えば人のクセ。特に同じ屋根の下で暮

らす夫婦の場合、仲が良いときは黙って見逃せる相手のクセが、

ひとたび雲行きが怪しくなると途端に気に障るようになり、つい

相手を責めるような物言いをしてしまうことはありませんか？ 

髪の毛に降った白いものが消えないように、人の性格もそうそう

変わりません。アンチエイジングもこだわりすぎれば息苦しくな

り、人のことも「こうあるべき」と言い出したら人間関係がぎく

しゃくします。冒頭の歌は、良寛が自分の老いを自覚して詠んだ

と書きましたが、良寛は白髪自体を嘆いたのではありません。 

自分の白髪頭に苦笑して、老いを笑い飛ばしているのだと思いま

す。このご時世、気になることは山ほどあるでしょう。けれど「白

髪を気にして抜くと白髪が増える」と言われるように、心配事を

数え始めたら、心配が心配を呼んで不安ばかりが大きくなってし

まいそうです。自分のことも人のこと 

も、商売の先行きも、肝心なのは気に 

しすぎないことではないでしょうか。 

答えのないことを考え続けても、いた 

ずらに時間が過ぎていくだけです。 

自然の摂理を詠んだ良寛の句に「花無 

心にして蝶を招き、蝶無心にして花を 

尋ぬ」があります。花は無心で咲き、蝶も無心で花を尋ねる。 

仕事も同じく、無心でする仕事こそが美しく、長続きして、世の

ためになるという意味です。心は熱く、頭は冷静に、今できるこ

とに集中して、今日も心穏やかにいきたいですね。 

【店長がバカすぎて】 
全国の書店スタッフから「描写がと
てもリアル」と驚きの声が集まった
作品です。店長に振り回される書店
スタッフの京子を 
楽しんでいると、 
物語はいつの間に 
かミステリーに！ 
ちょっと残念な上 
司に悩まされてい 
る人におすすめの 
一冊です。 

真面目に努力してきた

人にとっては実績が評

価される月です。ささ

いなことでも注目され

るので何事も慎重に！ 

少しずつ好転する運勢

なので一気に変化を求

めるのは我慢するこ

と。月の後半から上り

調子になるでしょう。 

地道に準備してきたこ

とを実行に移すには絶

好の月でしょう。調子

に乗り過ぎなければ運

勢は安定しています。 

これまでの努力が実っ

て大きく発展する運勢

です。対人運も良好な

ので積極的にチャレン

ジしていきましょう！ 


